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意
見
交
換
に
は
政
府
側
か

ら
菅
総
理
始
め
、
田
村
憲
久

厚
生
労
働
大
臣
、
西
村
康
稔

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
担
当
大
臣
が
、
医
療

関
係
団
体
か
ら
は
中
川
会
長

の
他
、
日
本
病
院
会
の
相
澤

孝
夫
会
長
、
全
日
本
病
院
協

会
の
猪
口
雄
二
会
長
、
日
本

医
療
法
人
協
会
の
加
納
繁
照

会
長
、
日
本
看
護
協
会
の
福

井
ト
シ
子
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ

出
席
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
菅
総

理
は
急
激
な
感
染
拡
大
が
起

こ
っ
て
も
、
医
療
提
供
体
制

を
確
保
し
、
誰
も
が
症
状
に

応
じ
て
必
要
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
入
院
は
重

症
患
者
や
特
に
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
者
に
重
点
化
す
る

と
の
方
針
転
換
を
行
っ
た
こ

と
を
報
告
。
各
地
域
の
診
療

所
の
医
師
に
対
し
て
、
「
往

診
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
通

じ
て
、
国
民
に
適
正
な
医
療

を
提
供
し
て
欲
し
い
」
と
述

べ
、
よ
り
一
層
の
協
力
を
求

め
る
と
と
も
に
、
政
府
と
し

て
も
、
往
診
・
訪
問
診
療
を

実
施
し
た
場
合
の
診
療
報
酬

上
の
評
価
を
手
厚
く
す
る
な

ど
の
対
応
を
行
う
意
向
を
示

し
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
中

川
会
長
は
、
ま
ず
、
わ
が
国

の
感
染
状
況
に
つ
い
て
、「
全

国
規
模
で
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
昨
年
の
第
１
波
が
襲
来

し
て
以
来
、
最
大
の
危
機
を

迎
え
て
お
り
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
る
」と
し
て
、

危
機
感
を
表
明
。
こ
の
状
況

を
踏
ま
え
て
、
医
療
関
係
団

体
８
団
体
と
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
爆
発
的

拡
大
へ
の
緊
急
声
明
」
（
資

料
と
し
て
も
提
出
）
を
取
り

ま
と
め
、
７
月
29
日
に
公
表

し
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
全
国
的
な
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
に
よ
り
、
全
国

規
模
で
、
よ
り
強
力
な
感
染

拡
大
防
止
対
策
を
行
う
こ
と

が
緊
急
的
に
必
要
だ
と
主
張

し
た
。

政
府
が
、
感
染
急
増
地
域

で
の
入
院
を
重
症
者
と
リ
ス

ク
の
高
い
患
者
に
限
る
方
針

を
示
し
た
こ
と
に
関
し
て

は
、
「
リ
ス
ク
の
高
い
患
者

と
し
て
、
中
等
症
Ⅱ
と
、
自

宅
で
は
悪
化
の
兆
候
を
早
期

に
把
握
し
に
く
い
中
等
症
Ⅰ

の
一
部
が
適
切
に
含
ま
れ
て

い
る
と
理
解
し
て
い
る
」
と

し
た
上
で
、
地
域
の
医
師
会

や
医
療
機
関
で
は
既
に
こ
れ

ら
の
感
染
者
の
病
状
変
化
に

即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

よ
り
一
層
の
医
療
提
供
体
制

の
強
化
、
特
に
自
宅
療
養
へ

の
対
応
に
重
点
を
置
い
た
体

制
整
備
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
説
明
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
医
師
会
、
医
療

機
関
で
は
強
い
使
命
感
を
持

っ
て
、
短
期
間
で
急
速
に
接

種
を
進
め
て
き
た
こ
と
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
重
症
化
予
防
、
感

染
予
防
効
果
が
明
ら
か
だ
と

し
て
、
引
き
続
き
、
十
分
か

つ
安
定
的
な
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
を
求
め
た
。

そ
の
他
、
中
川
会
長
は
、

特
例
承
認
さ
れ
た
中
和
抗
体

薬
「
カ
シ
リ
ビ
マ
ブ
及
び
イ

ム
デ
ビ
マ
ブ
」
（
ロ
ナ
プ
リ

ー
ブ
）
に
つ
い
て
も
言
及
。

「
現
在
の
感
染
爆
発
の
状
況

下
に
お
い
て
は
、
十
分
な
薬

剤
量
を
確
保
し
た
上
で
の
、

使
用
要
件
の
緩
和
に
同
意
す

る
」
と
し
た
上
で
、
「
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
の
副
反

応
や
安
全
性
に
つ
い
て
の
慎

重
な
検
討
と
と
も
に
、
投
与

後
、
一
定
時
間
の
経
過
観
察

が
可
能
な
病
院
な
ど
で
、
外

来
へ
の
使
用
の
知
見
を
早
急

に
蓄
積
・
検
証
し
、
外
来
や

在
宅
等
で
も
柔
軟
に
使
用
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
意
見

交
換
で
は
、
中
川
会
長
が
入

院
に
関
す
る
政
府
の
方
針
転

換
に
つ
い
て
、
「
全
国
の
医

療
現
場
で
は
、
中
等
症
の
人

が
入
院
で
き
な
く
な
る
こ
と

で
、
急
変
の
兆
し
の
発
見
の

遅
れ
が
頻
発
し
、
死
亡
者
が

急
増
す
る
こ
と
を
心
配
し
て

い
る
」
と
現
場
の
懸
念
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
の

高
い
患
者
に
は
中
等
症
も
適

切
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
よ

い
か
改
め
て
確
認
。
こ
れ
に

対
し
て
、
田
村
厚
労
大
臣
は

「
中
等
症
Ⅱ
は
当
然
だ
が
、

Ⅰ
に
関
し
て
も
医
師
が
重
症

化
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断

す
れ
ば
入
院
す
る
こ
と
に
な

る
」
と
し
て
、
理
解
を
示
し

た
。

令和3年8月17日

日本医師会 会員の先生方へ

 公益社団法人 日本医師会

 　会長　

　先生方には、地域医療を守る通常の診療に加えて新型コロナ
の診療、ワクチン接種などに全力を挙げてご対応いただき、本
当に頭が下がる思いです。心から感謝申し上げます。
　わが国は、世界に誇る公的医療保険制度の下で、国民皆保険
による公平、平等な医療が提供されてきました。わたしたちは、
必要な時に適切な医療を受けられることは当たり前のことだと
思ってきました。
　しかし、この素晴らしい医療提供の仕組みが、新型コロナウ
イルスの爆発的な感染の拡大により壊れようとしています。感
染拡大は、すべての都道府県に及んでいます。まさに緊急事態
です。
　日本医師会は、これまで新型コロナ医療と通常の医療を両立
させなければならないと申し上げてきました。どちらの医療も、
命の重さは同じであるべきだからです。しかし今、その両方の
医療が崩れ始めています。
　新型コロナの医療のために通常の医療が制限されることの重
大性は計り知れません。
　そのためにも新型コロナウイルスの感染拡大を徹底的に抑え
込み、同時に、なんとしても医療提供体制を維持しなくてはな
りません。どうか、新型コロナウイルス感染症患者さんの入院
が難しい医療機関におかれましても、今一度、受け入れのご検
討をお願いします。診療所におかれましては、どうか、できう
る限り、自宅療養、宿泊療養の患者さんの健康観察、電話等に
よる診療や往診を行っていただきますようお願いします。
　すでに先生方には多くの医療従事者の皆さんとともに新型コ
ロナと闘い、激務の最中にあることは十分承知しております。
あらためてのお願いは、心苦しい限りです。しかし、今や大災
害級の有事です。日本医師会も感染抑制にむけあらゆる努力を
いたします。どうか、先生方にも、もうひと踏ん張りのご協力
をいただきますよう、心からお願い申し上げます。

　中川俊男会長は8月17日、新型コロナウイルスの爆発的な感染
の拡大が全国規模で起きていることを受けて、会員の先生方一人
ひとりに改めてその対応に関する協力を求めるため、上記の書簡
を全会員に送ることを決め、順次郵送を開始しました。
　会員の先生方は既に、多くの医療従事者の皆さんと共に新型コ
ロナウイルスとの闘いという激務の最中にありますが、今回の趣
旨をぜひご理解賜り、更なるご協力をお願いいたします。

中
川
会
長
の
指
摘
を
受
け
て
中
等
症
の
考
え

方
を
明
確
化
─
厚
労
省

な
お
、
厚
労
省
は
８
月
５

日
、
中
川
会
長
の
指
摘
を
受

け
て
、
８
月
３
日
付
け
事
務

連
絡
「
現
下
の
感
染
拡
大
を

踏
ま
え
た
緊
急
的
な
患
者
療

養
の
考
え
方
」
の
追
加
資
料

に
、
中
等
症
の
考
え
方
な
ど

を
追
記
し
た
資
料
を
作
成

し
、
公
表
し
た
。

追
記
さ
れ
た
資
料
で
は
、

今
回
政
府
が
方
針
を
示
し
た

背
景
と
し
て
、
国
際
的
に
も

従
来
と
比
較
に
な
ら
な
い
感

染
力
を
持
つ
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
デ
ル
タ
株
の
拡
大
が
あ

る
こ
と
を
説
明
。
入
院
に
関

し
て
は
、
「
重
症
患
者
、
中

等
症
患
者
で
酸
素
投
与
が
必

要
な
者
、
投
与
が
必
要
で
な

く
て
も
重
症
化
リ
ス
ク
が
あ

る
者
に
重
点
化
」
と
す
る
と

と
も
に
、
入
院
の
可
否
は
最

終
的
に
医
師
の
判
断
に
よ
る

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

ま
た
、こ
う
し
た
考
え
は
、

感
染
者
急
増
地
域
に
お
い
て

幅
広
い
対
応
を
可
能
と
す
る

新
た
な
選
択
肢
で
あ
る
こ
と

を
示
し
、
そ
の
判
断
は
自
治
体

が
行
う
こ
と
を
明
確
化
し
た
。

政
府
と
医
療
関
係
団
体
の
意
見
交
換
に
出
席

医
療
従
事
者
が
一
丸
と
な
っ
て

             

コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う
決
意
を
伝
え
る

中川会長

　中川俊男会長は8月3日、総理官邸で開催さ
れた政府と医療関係団体の意見交換に出席し、
菅義偉内閣総理大臣に対して、この難局を乗り
切るため、医療従事者が一丸となって、新型コ
ロナウイルス感染症に立ち向かう決意を改めて
伝えた。
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8
月
4
・
18
日

中
川
俊
男
会
長
は
、
（
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
と
緊
急
事
態

宣
言
、
（
２
）
学
校
の
対
応
、

（
３
）
入
院
治
療
の
困
難
例

の
多
発
、
（
４
）
中
和
抗
体

薬
の
要
件
緩
和
、
（
５
）
新

型
コ
ロ
ナ
医
療
と
通
常
の
医

療
の
両
立

─
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。

中
川
会
長
は
冒
頭
、
今
般

の
豪
雨
に
よ
る
被
害
者
へ
の

お
見
舞
い
の
意
を
表
明
し
た

上
で
、
（
１
）
に
つ
い
て
、

８
月
17
日
に
政
府
が
決
定
し

た
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
対
象
区

域
拡
大
や
期
間
延
長
の
内
容

を
説
明
。

そ
の
上
で
、
「
日
本
医
師

会
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
一
律

に
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
す

る
こ
と
を
求
め
て
き
た
」
と

述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

①
第
５
波
の
発
生
当
初
か

ら
、
デ
ル
タ
株
へ
の
急
速
な

置
き
換
わ
り
に
よ
り
、
感
染

拡
大
が
全
国
に
波
及
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
た
②
緊
急
事

■■■■■■■■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
現
況
に
つ
い
て

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
る

区
域
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
区

域
へ
の
人
流
に
よ
っ
て
感
染

が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
③

全
国
一
律
に
宣
言
を
発
令
す

る
こ
と
に
よ
り
、
政
府
の
危

機
感
を
少
し
で
も
全
国
で
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る

─
こ
と
を
挙
げ

る
と
と
も
に
、
「
緊
急
事
態

宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
の
第
一
の
目
的
は
、
未

知
の
新
興
感
染
症
に
対
す
る

危
機
感
と
緊
張
感
を
共
有
す

る
こ
と
で
感
染
拡
大
を
防
止

し
、
苦
し
む
人
を
一
人
で
も

減
ら
す
こ
と
に
あ
る
」
と
強

調
し
た
。

（
２
）
で
は
、
現
在
、
学

校
の
部
活
動
を
通
じ
た
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
も
少
な
く
な

く
、
夏
休
み
で
部
活
動
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
も

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
チ

ー
ム
全
体
で
の
移
動
方
法
、

新
学
期
開
始
後
の
集
団
感
染

防
止
策
に
つ
い
て
、
文
部
科

学
省
に
具
体
的
な
手
立
て
を

早
急
に
講
じ
る
よ
う
要
請
す

る
意
向
を
示
し
た
。

（
３
）
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の

入
院
基
準
に
つ
い
て
、
政
府

が
重
症
患
者
と
特
に
リ
ス
ク

の
高
い
患
者
に
限
定
す
る
方

針
を
発
表
し
て
か
ら
、
日
本

医
師
会
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
〝
入
院
は
重
症
患
者
、

中
等
症
患
者
で
酸
素
投
与
が

必
要
な
者
、
投
与
が
必
要
で

な
く
て
も
重
症
化
リ
ス
ク
が

あ
る
者
〟
を
対
象
と
し
、
そ

れ
は
医
師
の
判
断
に
よ
る
と

い
う
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
る

ま
で
の
経
緯
を
解
説
。

中
川
会
長
は
そ
の
対
応
を

評
価
し
た
上
で
、
東
京
都
な

ど
首
都
圏
で
、
こ
れ
ま
で
入

院
対
象
で
あ
っ
た
リ
ス
ク
の

高
い
中
等
症
患
者
が
自
宅
療

養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
民
間
が
所

有
す
る
も
の
を
含
め
た
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
体
育
館
、

ド
ー
ム
型
の
運
動
施
設
な
ど

を
、
改
正
特
措
法
に
基
づ
く

「
臨
時
の
医
療
施
設
」
と
し
、

集
中
的
に
医
療
を
提
供
す
る

場
所
を
確
保
す
る
こ
と
を
提

案
し
た
。

自
宅
療
養
者
へ
の
対
応
で

経
団
連
と
協
議
を
開
始

ま
た
、
日
本
医
師
会
と
し

て
、
全
国
の
医
師
会
か
ら
自

宅
療
養
へ
の
好
事
例
を
収

集
、
情
報
共
有
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

宿
泊
療
養
に
つ
い
て
は
、
療

養
場
所
の
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本

経
済
団
体
連
合
会
と
連
携
に

向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
公
表
。
「
全
国
に
あ

る
企
業
の
宿
泊
研
修
施
設

を
、
不
足
し
て
い
る
宿
泊
療

養
施
設
ま
た
は
臨
時
の
医
療

施
設
と
し
て
活
用
す
る
た
め

に
提
供
す
る
こ
と
を
前
向
き

に
検
討
し
て
頂
い
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

（
４
）
で
は
、
今
般
、
投

与
後
一
定
時
間
の
健
康
観
察

を
行
う
短
期
入
院
と
宿
泊
療

養
施
設
・
入
院
待
機
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
も
使
用
が
可
能
と

な
っ
た
中
和
抗
体
薬
「
カ
シ

リ
ビ
マ
ブ
及
び
イ
ム
デ
ビ
マ

ブ
」
（
ロ
ナ
プ
リ
ー
ブ
）
に

つ
い
て
、
改
正
特
措
法
上
の

「
臨
時
の
医
療
施
設
」
に
位

置
付
け
た
宿
泊
療
養
施
設

で
、
ロ
ナ
プ
リ
ー
ブ
の
投
与

を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。

ま
た
、
（
５
）
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
「
第
５
波
」
に
対
し
、
全

国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
が

８
月
10
日
付
け
で
声
明
を
公

表
し
た
こ
と
に
触
れ
、
日
本

医
師
会
は
同
会
議
と
同
様
の

危
機
感
を
共
有
し
て
い
る
と

し
た
上
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
医

療
も
通
常
医
療
も
命
の
重
さ

は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
強

調
。
「
新
型
コ
ロ
ナ
医
療
の

た
め
に
通
常
の
医
療
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
の
重
大
性
は
計

り
知
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
か

ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
徹
底
的
に
抑

え
込
む
必
要
が
あ
る
」
と
し

た
。中

川
会
長
は
最
後
に
、
８

月
17
日
付
け
で
全
国
の
医
師

会
員
に
向
け
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
爆
発
的

拡
大
に
対
す
る
よ
り
一
層
の

協
力
を
依
頼
す
る
旨
の
書
簡

を
直
接
送
っ
た
（
1
面
参
照
）

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
「
入
院
対
応
が
難
し
い

医
療
機
関
に
お
い
て
も
、
今

一
度
、
受
け
入
れ
を
ご
検
討

頂
く
こ
と
、
診
療
所
に
お
い

て
は
、
自
宅
療
養
、
宿
泊
療

養
の
患
者
の
健
康
観
察
、
電

話
等
に
よ
る
診
療
や
往
診
を

行
っ
て
頂
く
こ
と
を
改
め
て

お
願
い
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
」
と
説
明
し
た
。

釜

敏
常
任
理
事
は
都
道

府
県
医
師
会
を
対
象
に
行
っ

た
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

■■■■■■■■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

 

患
者
の
自
宅
療
養
を
支
援
す
る

  

取
り
組
み
事
例
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

ス
感
染
症
患
者
の
自
宅
療
養

を
支
援
す
る
取
り
組
み
事
例

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
の
速
報
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
自
宅
療

養
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
先
行
事
例
や
課
題
を
把
握

し
、
情
報
共
有
し
た
上
で
、

今
後
の
取
り
組
み
に
生
か
す

こ
と
を
目
的
に
調
査
を
行
っ

た
と
し
、
８
月
18
日
時
点
で

51
件
の
回
答
を
得
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

回
答
の
あ
っ
た
取
り
組
み

に
共
通
す
る
点
と
し
て
は
、

各
地
域
に
お
い
て
自
宅
療

養
、
宿
泊
療
養
の
医
療
支
援

に
対
応
で
き
る
医
療
機
関
の

リ
ス
ト
化
を
行
い
、
関
係
者

が
情
報
共
有
し
、
活
用
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
た
上
で
、

行
政
と
も
連
絡
手
順
や
運
用

方
法
な
ど
の
連
携
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
る
こ
と
で

あ
っ
た
と
説
明
。

そ
の
他
、
「
自
宅
療
養
、

宿
泊
療
養
の
患
者
を
、
い
か

に
迅
速
に
適
切
な
入
院
治
療

に
つ
な
げ
て
い
く
か
の
判
断

が
重
要
で
あ
る
」
と
の
回
答

も
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
、

現
在
、
医
療
提
供
体
制
が

逼ひ
っ
ぱ
く迫

す
る
中
で
、
入
院
施
設

が
見
つ
け
ら
れ
な
い
事
例
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

懸
念
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
具
体
的
な
事

例
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
行

政
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
で

行
っ
て
い
る
埼
玉
、
兵
庫
両

県
医
師
会
の
取
り
組
み
事
例

を
紹
介
し
た
。

●
埼
玉
県
医
師
会
で
は
、
自

宅
療
養
の
軽
症
者
や
、
宿
泊

療
養
に
お
い
て
健
康
観
察
を

行
う
看
護
師
が
、
医
師
の
診

察
や
判
断
を
必
要
と
し
た
場

合
に
、
手
挙
げ
方
式
で
募
っ

た
４
８
２
の
協
力
医
療
機
関

リ
ス
ト
を
活
用
し
、
医
師
の

支
援
要
請
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
他
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
軽
快

し
た
患
者
を
受
け
入
れ
る
後

方
支
援
病
院
と
し
て
、
１
６

２
医
療
機
関
が
シ
ス
テ
ム
登

録
を
行
い
、対
応
し
て
い
る
。

●
兵
庫
県
医
師
会
で
は
、
早

期
か
ら
宿
泊
療
養
施
設
の
対

応
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
自

宅
療
養
も
併
せ
、
医
師
の
診

察
等
が
必
要
に
な
っ
た
際
に

往
診
な
ど
の
対
応
が
で
き
る

医
師
は
１
８
７
名
を
数
え
、

現
時
点
で
４
８
７
件
に
対
応

し
た
。

釜

常
任
理
事
は
、今
後
、

更
に
地
域
の
医
療
従
事
者
が

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

日
本
医
師
会
と
し
て
も
、
引

き
続
き
、
今
回
挙
げ
ら
れ
た

課
題
の
解
決
に
努
め
る
と
と

も
に
、
都
道
府
県
医
師
会
、

郡
市
区
医
師
会
の
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
積
極
的
に

自
宅
療
養
者
に
対
す
る
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
姿

勢
を
示
し
た
。

※
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

都
道
府
県
・
郡
市
区
医
師
会

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
取
り
組
み

事
例
や
意
見
に
つ
い
て
は
、

他
の
都
道
府
県
・
郡
市
区
医

師
会
と
共
有
で
き
る
よ
う
に

日
本
医
師
会
で
取
り
ま
と

め
、
「
日
本
医
師
会
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
」
の
「
お
知
ら

せ
」
欄
に
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
願
い
ま

す
。

　日本医師会公式YouTubeチャンネルでは定
例記者会見の動画などを掲載しています。
　ぜひ、ご覧下さい。

日本医師会
公式YouTubeチャンネル
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和
（
き
く
お
か
ま
さ
か
ず
）
現

会
長
を
３
選
し
た
。

菊
岡
会
長
は
昭
和
20
年
神
奈

川
県
の
出
身
。
昭
和
46
年
日
大

医
学
部
を
卒
業
、
現
在
川
崎
市

で
内
科
医
院
を
開
設
。
神
奈
川

県
医
師
会
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
平
成
29
年
現
職
に
就
任
。

75
歳
。

馬
瀬
会
長
を
５
選	

	

（
富
山
県
医
師
会
）

６
月
24

日
の
定
例

代
議
員
会

で
馬
瀬
大

助
（
ま
せ
だ
い
す
け
）
現
会
長

を
５
選
し
た
。

馬
瀬
会
長
は
昭
和
25
年
富
山

県
の
出
身
。
昭
和
56
年
埼
玉
医

大
を
卒
業
、
富
山
市
医
師
会
副

会
長
・
会
長
を
経
て
、
平
成
25

年
現
職
に
就
任
。
70
歳
。

池
端
会
長
を
再
選	

	

（
福
井
県
医
師
会
）

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で
池
端
幸

彦
（
い
け
ば
た
ゆ
き
ひ
こ
）
現

会
長
を
再
選
し
た
。

池
端
会
長
は
昭
和
30
年
福
井

県
の
出
身
。
昭
和
55
年
慶
應
大

を
卒
業
、
現
在
越
前
市
で
外
科

病
院
を
開
設
。
福
井
県
医
師
会

理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和

元
年
現
職
に
就
任
。
66
歳
。

■■■■■■■■

令
和
３
年
医
師
会
立
助
産
師
・

 

看
護
師
・
准
看
護
師
学
校

養
成
所
調
査
結
果
を
公
表

釜

常
任
理
事
は
、
本
年

５
月
に
日
本
医
師
会
が
実
施

し
た
「
令
和
３
年
医
師
会
立

助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護

師
学
校
養
成
所
調
査
」
の
結

果
を
公
表
し
た
。

本
調
査
は
、
医
師
会
立
の

助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護

師
学
校
養
成
所
に
お
け
る
入

学
・
卒
業
状
況
の
把
握
を
目

的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
度
は
対
象

と
し
た
３
１
６
校
全
て
か
ら

回
答
を
得
た
。

調
査
結
果
の
主
な
概
要

は
、
以
下
の
と
お
り
。

【
学
校
数
】

今
年
度
募
集
を
行
っ
た
学

校
数
は
、
准
看
護
師
課
程
１

５
５
校
、
看
護
師
２
年
課
程

63
校
、
看
護
師
３
年
課
程
69

校
、
助
産
師
課
程
５
校
で
あ

る
一
方
、
募
集
停
止
は
准
看

護
師
課
程
10
校
、
看
護
師
２

年
課
程
５
校
（
昨
年
度
か
ら

の
募
集
停
止
を
含
め
る
と
７

校
）
と
な
り
、
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

【
入
学
状
況
】

准
看
護
師
課
程
の
応
募
者

数
は
平
成
28
年
度
で
は
約
１

万
６
５
０
０
人
だ
っ
た
が
、

今
年
度
は
約
７
９
０
０
人
と

半
減
す
る
だ
け
で
な
く
、
入

学
者
も
約
５
５
０
０
人
と
大

き
く
定
員
を
割
り
、
各
学
校

の
平
均
倍
率
も
看
護
師
３
年

課
程
が
２
・
１
倍
に
下
が

り
、
准
看
護
師
課
程
も
１
・

２
倍
、
看
護
師
２
年
課
程
も

１
・
０
倍
と
な
っ
た
。

【
卒
業
後
の
進
路
】

准
看
護
師
課
程
の
場
合
、

医
師
会
管
内
（
設
立
母
体
の

医
師
会
管
内
の
医
療
機
関
に

就
業
し
た
者
）
が
28
％
、
医

師
会
管
外
（
そ
れ
以
外
の
県

内
の
医
療
機
関
に
就
業
し
た

者
）
が
15
・
３
％
、
准
看
護

師
課
程
は
、
そ
の
性
格
上
進

学
が
多
く
、
医
療
機
関
に
就

業
し
な
が
ら
の
進
学
も
含
め

て
44
％
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
看
護
師
２
年
課
程

と
３
年
課
程
で
は
、
医
師
会

管
内
が
５
割
強
、
医
師
会
管

外
が
３
割
弱
、
合
計
８
割
以

上
が
県
内
の
就
業
と
な
っ
て

お
り
、
医
師
会
立
学
校
養
成

所
が
地
域
の
看
護
職
員
の
確

保
に
い
か
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
か
が
分
か
る

（
図
）。

今
回
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
同
常
任
理
事
は
、
「
准

看
護
師
課
程
は
近
年
で
最
多

の
募
集
停
止
数
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
准
看
護
師
課
程
・

２
年
課
程
を
閉
じ
て
３
年
課

程
に
移
行
す
る
学
校
も
ご
く

わ
ず
か
で
、
ほ
と
ん
ど
が
養

成
を
や
め
て
し
ま
う
状
況
と

な
る
な
ど
、
今
後
、
地
域
の

看
護
職
員
の
需
給
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
現
状
を

危
惧
。
「
国
に
対
し
て
、
応

募
者
の
減
少
や
実
習
施
設
・

教
員
の
確
保
や
経
営
面
で
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
医

師
会
立
の
養
成
所
に
対
す
る

財
政
支
援
を
引
き
続
き
求
め

て
い
く
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
医
師
会
立
養
成
所
の
閉

校
が
地
域
医
療
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の

か
、
実
態
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
を
早
期
に
実
施
す
る

考
え
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
同
常
任
理
事

は
、
「
人
口
が
減
少
す
る
中

で
新
た
に
看
護
職
を
目
指
す

人
の
数
を
急
激
に
増
や
す
こ

と
は
厳
し
い
と
思
う
が
、
社

会
人
で
も
看
護
職
を
目
指
す

こ
と
が
で
き
る
医
師
会
立
准

看
護
師
養
成
所
が
果
た
す
役

割
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
全
力
で
養
成
所
の
維
持

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
こ
の
厳
し

い
現
状
に
対
す
る
理
解
を
求

め
た
。

竹
重
氏
を
選
定	

	

（
長
野
県
医
師
会
）

６
月
19

日
の
定
例

代
議
員
会

で
竹
重
王

仁
（
た
け
し
げ
き
み
ひ
と
）
氏

を
選
定
し
た
。

竹
重
新
会
長
は
昭
和
23
年
長

野
県
の
出
身
。
昭
和
53
年
東
京

医
大
大
学
院
を
修
了
、
現
在
長

野
市
で
内
・
リ
ハ
・
血
内
科
病

院
を
開
設
。
長
野
県
医
師
会
常

務
理
事
・
総
務
理
事
・
副
会
長

を
経
て
、
令
和
３
年
現
職
に
就

任
。
72
歳
。

越
智
会
長
を
３
選	

	

（
滋
賀
県
医
師
会
）

６
月
17

日
の
定
例

代
議
員
会

で
越
智
眞

一
（
お
ち
し
ん
い
ち
）
現
会
長

を
３
選
し
た
。

越
智
会
長
は
昭
和
27
年
愛
媛

県
の
出
身
。
昭
和
57
年
京
都
府

立
医
大
大
学
院
を
修
了
、
現
在

大
津
市
で
内
・
外
科
医
院
を
開

設
。
滋
賀
県
医
師
会
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
平
成
30
年
現
職

に
就
任
。
69
歳
。

松
井
会
長
を
３
選	

	

（
京
都
府
医
師
会
）

６
月
20
日
の
定
時
代
議
員
会

で
松
井
道
宣
（
ま
つ
い
み
ち
の

都
道
府
県
医
師
会
長
紹
介

                            

（
令
和
３
年
改
選
）

松
家
氏
を
選
定	

	

（
北
海
道
医
師
会
）

７
月
31

日
の
定
時

代
議
員
会

で
松
家
治

道
（
ま
つ
か
は
る
み
ち
）
氏
を

選
定
し
た
。

松
家
新
会
長
は
昭
和
22
年
北

海
道
の
出
身
。
昭
和
47
年
北
大

を
卒
業
、
現
在
札
幌
市
で
内
・

小
児
科
医
院
を
開
設
。
北
海
道

医
師
会
理
事
を
経
て
、
令
和
３

年
現
職
に
就
任
。
74
歳
。

尾
㟢
会
長
を
４
選	

	

（
東
京
都
医
師
会
）

６
月
20

日
の
定
時

代
議
員
会

で
尾
﨑
治

夫
（
お
ざ
き
は
る
お
）
現
会
長

を
４
選
し
た
。

尾
﨑
会
長
は
昭
和
26
年
東
京

都
の
出
身
。
昭
和
52
年
順
天
堂

大
を
卒
業
、
現
在
東
久
留
米
市

で
内
・
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
設
。
東
京
都
医
師
会
副
会

長
を
経
て
、
平
成
27
年
現
職
に

就
任
。
69
歳
。

菊
岡
会
長
を
３
選	

	

（
神
奈
川
県
医
師
会
）

６
月
19

日
の
定
例

代
議
員
会

で
菊
岡
正

　
今
号
で
は
、
今
年
改
選
期
を
迎
え
た
10
の
都
道
府
県
医
師
会

長
の
略
歴
を
紹
介
す
る
。

り
）
現
会

長
を
３
選

し
た
。

松
井
会

長
は
昭
和
32
年
京
都
府
の
出

身
。
昭
和
58
年
兵
庫
医
大
を
卒

業
、
現
在
京
都
市
で
病
院
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
。
京
都
府
医

師
会
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、

平
成
29
年
現
職
に
就
任
。
63
歳
。

安
東
氏
を
選
定	

	

（
奈
良
県
医
師
会
）

６
月
24

日
の
定
例

代
議
員
会

で
安
東
範

明
（
あ
ん
ど
う
の
り
あ
き
）
氏

を
選
定
し
た
。

安
東
新
会
長
は
昭
和
35
年
静

岡
県
の
出
身
。
昭
和
63
年
奈
良

県
立
医
大
を
卒
業
、
現
在
橿か

し

は

ら原

市
で
内
・
神
内
・
リ
ハ
科
医
院

を
開
設
。
奈
良
県
医
師
会
副
会

長
を
経
て
、
令
和
３
年
現
職
に

就
任
。
61
歳
。

平
石
氏
を
選
定	

	

（
和
歌
山
県
医
師
会
）

６
月
19

日
の
定
例

代
議
員
会

で
平
石
英

三
（
ひ
ら
い
し
え
い
ぞ
う
）
氏

を
選
定
し
た
。

平
石
新
会
長
は
昭
和
26
年
大

阪
府
の
出
身
。
昭
和
52
年
和
歌

山
県
立
医
大
を
卒
業
、
現
在
和

歌
山
市
で
小
児
科
医
院
を
開

設
。
和
歌
山
県
医
師
会
理
事
・

副
会
長
を
経
て
、
令
和
３
年
現

職
に
就
任
。
69
歳
。

＊総数に占める割合（n=卒業者数）図　卒業後の進路

准看護師課程（n=5,258）

看護師2年課程（n=2,420）

看護師3年課程（n=3,137）

助産師課程（n=83）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師会（管内）就業率 医師会（管外）就業率 県外就業率 進学率 医療機関に就業しながらの進学率 その他率

28.0 15.3 5.1 19.1 24.9 7.6

53.6 28.4 13.8
0.5 0.1

3.6

52.9 10.6 1.6
4.730.2

41.0 27.7 31.3
0.0
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新
た
な
死
因
究
明
等
推
進
計
画
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
制
の
構
築
に
向
け
て

令
和
３
年
度
都
道
府
県
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　「
警
察
活
動
に
協
力
す
る
医
師
の
部
会（
仮
称
）」連
絡
協
議
会

学
生
時
代
の
遺
伝
子
の
講

義
で
、
「
遺
伝
情
報
を
担
っ

て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
た
っ
た
四

つ
の
塩
基
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
そ

れ
ら
が
何
億
通
り
も
の
遺
伝

情
報
と
な
り
、
そ
れ
ら
は
全

て
の
細
胞
の
核
の
中
に
あ
る

染
色
体
に
全
て
組
み
込
ま
れ

て
い
る
」
と
習
っ
た
時
に
、

「
ウ
ワ
ァ
～
、
人
間
っ
て
す

ご
い
な
ァ
～
」
と
感
動
し
た

の
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。

荒
っ
ぽ
く
言
え
ば
、
染
色

体
に
は
何
億
枚
も
の
人
間
の

設
計
図
が
入
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
基
に
し
て
人
間
が
創
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
で
し
た

ら
「
遺
伝
子
」
と
か

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
な
ど
を

検
索
す
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
世

の
中
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
時
は
ま
っ
さ
ら
な
状
態
だ

っ
た
の
で
、
い
た
く
感
動
す

る
と
同
時
に
、
素
朴
な
疑
問

も
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
何
億
枚
も
の

設
計
図
は
一
体
誰
が
書
い
た

ん
だ
ろ
う
？　

し
か
も
寸
分

の
狂
い
も
な
く
…
…
。

今
、
Ａ
Ｉ
が
ど
ん
ど
ん
発

達
し
て
き
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
も

ま
す
ま
す
人
間
に

近
づ
い
て
い
る
の

を
見
て
い
た
ら
、

も
し
か
し
て
創
造

主
で
あ
る
神
様
も
こ
ん
な
風

に
し
て
、
人
間
を
創
っ
て
進

化
さ
せ
て
き
た
の
か
な
？　

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

旧
約
聖
書
の
「
ノ
ア
の
箱

舟
」
や
「
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
」

の
話
は
、
あ
れ
は
恐
ら
く
神

様
が
一
度
人
間
を
創
っ
て
は

み
た
け
れ
ど
も
、
イ
マ
イ
チ

の
出
来
だ
っ
た
か
ら
、
「
ア

ー
。
う
ま
い
こ
と
で
き
ん
か

っ
た
。
も
う
１
回
や
り
直
そ

う
」
と
一
度
リ
セ
ッ
ト
し
た
。

出
来
の
悪
い
の
は
壊
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
と
密ひ

そ

か
に
思
っ
て
い
ま

す
。永

遠
の
謎
で
す
が
、
一
体

誰
が
人
間
を
創
っ
た
ん
で
し

ょ
う
？

�

（
伯
耆
丸
）

一
体
誰
が
創
っ
た
の
？

令
和
３
年
度
都
道
府
県
医

師
会
「
警
察
活
動
に
協
力
す

る
医
師
の
部
会
（
仮
称
）
」

連
絡
協
議
会
が
７
月
30
日
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用

い
て
日
本
医
師
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。

連
絡
協
議
会
は
、
担
当
の

渡
辺
弘
司
常
任
理
事
の
司
会

で
開
会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ
し

た
中
川
俊
男
会
長
は
、
日
頃

の
活
動
に
感
謝
と
敬
意
を
表

し
た
上
で
、
「
死
因
究
明
等

推
進
基
本
法
」
が
昨
年
４
月

に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
日
本
医
師
会
と
し
て
も

政
府
の
死
因
究
明
等
推
進
本

部
な
ど
に
参
画
し
、
新
た
な

死
因
究
明
等
推
進
計
画
の
策

定
に
携
わ
っ
た
こ
と
な
ど
を

報
告
。
「
今
後
も
そ
の
実
施

状
況
を
検
証
す
る
な
ど
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

報
告報

告
で
は
、
ま
ず
、
渡
辺

常
任
理
事
が
、
令
和
２
年
３

月
に
都
道
府
県
医
師
会
を
対

象
に
行
っ
た
「
警
察
活
動
に

協
力
す
る
医
師
の
部
会(

仮

称)

」
の
設
置
・
活
動
状
況

等
に
関
す
る
実
態
調
査
の
結

果
を
概
説
。
「
本
調
査
結
果

は
国
の
検
討
会
に
も
報
告

し
、
検
視
立
会
い
の
処
遇
の

問
題
等
、
国
全
体
で
死
因
究

明
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
今
後
、
会
内
委
員
会
で

も
検
討
す
る
意
向
を
示
し

た
。花

井
光
総
務
省
四
国
行
政

評
価
支
局
長
は
、
こ
れ
ま
で

の
現
行
計
画
の
各
種
施
策
等

に
関
す
る
実
地
及
び
ア
ン
ケ

ー
ト
で
の
調
査
結
果
を
説

明
。
現
行
計
画
は
目
標
が
定

性
的
な
も
の
が
多
く
、
そ
の

達
成
度
の
量
的
な
評
価
は
難

し
い
面
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
国
と

し
て
推
進
す
べ
き
施
策
の
具

体
化
を
図
り
、
実
施
状
況
を

検
証
・
評
価
す
る
こ
と
で
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ

と
が
重
要
に
な
る
と
し
た
。

ま
た
、
そ
の
中
核
と
な
る

死
因
究
明
等
推
進
地
方
協
議

会
（
以
下
、
地
方
協
議
会
）

に
つ
い
て
は
過
去
・
現
在
・

未
来
の
視
点
か
ら
活
性
化
す

る
た
め
の
具
体
的
方
策
を
提

示
し
た
。

岩
田
博
樹
厚
生
労
働
省
医

政
局
医
事
課
死
因
究
明
等
企

画
調
査
室
長
補
佐
は
、
令
和

元
年
６
月
の
死
因
究
明
等
推

進
基
本
法
の
公
布
か
ら
令
和

３
年
６
月
に
新
た
な
推
進
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
ま
で

の
経
緯
を
報
告
し
た
上
で
、

同
推
進
計
画
は
、
３
年
ご
と

に
見
直
し
、
毎
年
１
回
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
し

て
、
そ
の
概
要
と
講
ず
べ
き

施
策
を
説
明
し
た
。

曽
根
明
文
警
察
庁
刑
事
局

捜
査
第
一
課
検
視
指
導
室
長

は
、
死
体
が
発
見
さ
れ
て
か

ら
解
剖
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ

を
、
死
因
・
身
元
調
査
法
の

概
念
図
を
用
い
て
概
説
。
今

後
は
高
齢
独
居
者
が
増
加
す

る
こ
と
に
伴
い
、
警
察
の
取

り
扱
う
死
体
が
増
加
す
る
と

の
見
通
し
を
示
す
と
と
も

に
、
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
た

め
に
も
必
要
な
検
査
の
実
施

が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い

る
と
し
て
、
警
察
に
協
力
す

る
医
師
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

協
議続

い
て
、
今
村
聡
副
会
長

が
進
行
を
務
め
、
栃
木
、
福

島
、
岩
手
、
岡
山
、
長
崎
、

福
岡
の
各
県
医
師
会
か
ら
事

前
に
寄
せ
ら
れ
た
提
出
議
題

に
対
す
る
回
答
を
行
っ
た
。

栃
木
県
医
師
会
か
ら
の
在

宅
等
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
陽
性
患
者
が
死

亡
し
た
場
合
の
検
案
時
の
留

意
点
等
に
関
す
る
質
問
に

は
、
感
染
防
護
の
観
点
か
ら

留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
関

係
学
会
等
の
見
解
を
情
報
提

供
し
た
通
知
を
改
め
て
紹
介

し
た
。

福
島
県
医
師
会
か
ら
の
い

わ
ゆ
る
警
察
医
の
待
遇
及
び

身
分
保
障
に
対
す
る
要
望
に

は
、
「
新
た
な
推
進
計
画
の

課
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
そ
の

改
善
に
向
け
て
働
き
掛
け
て

い
く
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、

都
道
府
県
医
師
会
に
対
し
て

も
地
方
協
議
会
に
参
画
の

上
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
む
よ
う
求
め
た
。

岩
手
県
医
師
会
は
、
①
医

師
・
警
察
・
法
医
学
三
者
の

融
合
的
繋つ

な

が
り
の
構
築
②
死

因
究
明
、
身
元
確
認
の
重
要

性
に
関
す
る
学
習
機
会
の
継

続
と
社
会
的
議
論
の
活
発
化

③
若
手
医
師
育
成
と
法
医
学

解
剖
に
対
す
る
法
医
学
教
室

へ
の
手
厚
い
支
援
④
地
域
警

察
に
対
し
て
協
力
す
る
検
案

協
力
医
の
体
制
強
化
に
対
す

る
支
援

─
を
要
望
。
①
に

つ
い
て
は
、
連
携
に
は
地
方

協
議
会
が
重
要
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
な
る
と
の
考
え

を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
も

日
本
医
師
会
と
し
て
、
三
者

の
融
合
的
繋
が
り
の
構
築
に

努
め
て
い
く
と
し
た
。

ま
た
、
③
に
つ
い
て
は
、

日
本
医
師
会
か
ら
の
強
い
要

望
に
よ
り
新
た
な
推
進
計
画

に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と

し
た
上
で
、
今
後
は
計
画
が

確
実
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に

も
検
証
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

が
重
要
に
な
る
と
の
考
え
を

示
し
た
他
、④
に
つ
い
て
は
、

検
案
を
行
う
医
師
の
適
切
な

処
遇
確
保
に
向
け
て
、
国
の

検
討
会
に
お
い
て
引
き
続
き

働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
く
と

し
た
。

岡
山
県
医
師
会
か
ら
の
検

案
時
に
お
け
る
犯
罪
性
の
有

無
の
判
断
に
関
す
る
質
問
に

は
、警
察
庁
の
曽
根
室
長
が
、

「
自
殺
か
否
か
を
判
断
す
る

際
に
は
、遺
書
の
有
無
の
他
、

関
係
者
の
周
辺
捜
査
や
薬
物

検
査
・
解
剖
を
踏
ま
え
て
総

合
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
必
要
が
あ
れ
ば
遺
留

品
の
解
析
を
依
頼
す
る
こ
と

も
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

長
崎
県
医
師
会
は
、
警
察

嘱
託
医
会
と
警
察
活
動
に
協

力
す
る
医
師
の
部
会
と
の
関

係
や
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
資
金

に
つ
い
て
も
質
問
。
こ
れ
ま

で
活
動
し
て
き
た
警
察
医

会
、
警
察
協
力
医
会
等
の
組

織
、
人
材
等
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
で
、
検
案
等
の
業
務

を
行
う
医
師
と
医
師
会
と
の

連
絡
が
円
滑
に
確
保
さ
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
る

と
と
も
に
、
そ
の
運
営
費
用

に
関
し
て
は
、
事
業
内
容
に

よ
り
公
費
支
出
が
必
要
で
あ

る
こ
と
に
理
解
を
示
し
、
国

に
対
し
て
そ
の
助
成
を
要
望

し
て
い
く
と
し
た
。

福
岡
県
医
師
会
か
ら
の
、

本
協
議
会
に
お
い
て
警
察
活

動
に
協
力
す
る
医
師
の
業
務

を
明
確
に
し
た
上
で
、
そ
の

内
容
等
を
検
討
す
る
べ
き
と

の
提
案
に
は
、
「
今
後
、
会

内
委
員
会
で
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
応
じ
た
。

そ
の
後
、
渡
辺
常
任
理
事

が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。当
日
の
出
席
登
録
者
は
、

部
会
代
表
者
等
１
２
３
名
で

あ
っ
た
。

死因究明等推進計画
死因究明等推進基本法に基づき、死因究明等の推

進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため
に定められたもので、令和3年6月1日に閣議決定された。
「死因究明等の到達すべき水準と基本的な考え方」「死
因究明等に関し講ずべき施策」等が示されている。
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自見参議院議員

政府に危機的な現状を
　　　　　　　　国民と共有するよう求める

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

の
閉
会
中
審
査
が
８
月
５
日

に
開
催
さ
れ
、
政
府
が
８
月

２
日
に
示
し
た
「
現
下
の
感

染
拡
大
を
踏
ま
え
た
患
者
療

養
の
考
え
方
」
に
対
し
て
、

多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

委
員
会
に
出
席
し
た
田
村

憲
久
厚
労
大
臣
は
、
中
等
症

は
原
則
入
院
で
あ
り
、
「
肺

炎
の
所
見
が
あ
り
、
息
苦
し

い
人
は
入
院
す
る
の
が
当
然

だ
」
と
述
べ
る
な
ど
、
軽
症

で
も
医
師
が
重
症
化
リ
ス
ク

が
高
い
と
判
断
す
れ
ば
、
入

院
は
可
能
と
の
見
解
を
示
し

た
。当

日
の
委
員
会
で
は
、
自

見
は
な
こ
議
員
も
質
問
に
立

ち
、
今
回
の
政
府
の
方
針
に

つ
い
て
言
及
。
「
基
礎
疾
患

が
あ
っ
て
も
、
重
症
化
リ
ス

ク
が
低
い
場
合
は
在
宅
で
も

対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
も
の
と
受
け
止
め
て

い
る
」
と
し
て
、
田
村
厚
労

大
臣
の
見
解
を
質た

だ

し
た
。

田
村
厚
労
大
臣
は
、
今
回

の
方
針
は
生
命
の
危
機
に
あ

る
重
症
者
の
病
床
を
確
保
し

た
い
と
の
思
い
で
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
と
し
た

他
、
取
り
ま
と
め
に
当
た
っ

て
、
東
京
都
と
も
話
を
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
方
針
は
感
染
状
況
が

厳
し
い
地
域
の
自
治
体
の
選

択
肢
と
し
て
示
し
た
も
の
で

あ
る
と
説
明
し
た
。

そ
の
他
、
自
見
議
員
は
現

在
の
感
染
状
況
に
つ
い
て
も

触
れ
、
「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
っ
て
下
さ
い
と
い
う
避

難
指
示
の
状
態
に
あ
り
、
全

国
を
対
象
と
し
て
緊
急
事
態

宣
言
を
発
令
す
べ
き
状
況
に

あ
る
」
と
し
て
、
こ
の
危
機

的
状
況
に
あ
る
現
状
を
国
民

と
共
有
す
る
こ
と
が
大
事
に

な
る
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、

「
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
は
、

コ
ロ
ナ
に
も
効
く
経
口
内
服

薬
が
で
き
、
ワ
ク
チ
ン
が
全

世
代
に
行
き
渡
る
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
実
現
に
は
し
ば

ら
く
時
間
が
掛
か
る
」
と
し

て
、
政
府
に
対
し
て
、
我
慢

を
強
い
ら
れ
て
い
る
国
民
に

届
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
よ

う
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
田
村
厚

労
大
臣
は
、
国
民
の
我
慢
が

限
界
に
来
て
い
る
こ
と
に
理

解
を
示
す
一
方
で
、
「
デ
ル

タ
株
の
感
染
力
の
強
さ
を
考

え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の

夏
は
な
る
べ
く
感
染
の
リ
ス

ク
の
高
い
行
動
は
避
け
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
、
今
し
ば
ら
く
我
慢

を
続
け
る
こ
と
へ
の
理
解
を

求
め
た
。

一
人
の
医
師
と
し
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
も
関
わ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
が
爆
発
的
に
広

が
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
急

が
れ
る
中
で
、
自
見
議
員
は

国
会
議
員
と
し
て
の
活
動
の

傍
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も

従
事
し
て
い
る
。

８
月
末
ま
で
に
医
療
機
関

や
接
種
会
場
な
ど
を
３
回
訪

問
。
医
療
従
事
者
は
も
ち
ろ

ん
、
一
般
の
方
に
対
し
て
も

問
診
を
行
う
と
と
も
に
、
個

別
接
種
に
も
携
わ
っ
た
と
い

う
。ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
わ
っ

た
感
想
と
し
て
、
自
見
議
員

は
「
ワ
ク
チ
ン
の
担
い
手
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
は
な
か

っ
た
」
と
す
る
一
方
、「
受
付
、

誘
導
、
デ
ー
タ
の
入
力
な
ど

を
担
う
人
材
が
不
足
し
て
い

る
と
感
じ
た
」
と
し
て
、
そ

の
改
善
が
必
要
と
の
認
識
を

示
し
た
。

ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
は
、

「
今
は
妊
婦
や
新
生
児
に
ま

で
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
危
機
的
状
況
に
あ

り
、
感
染
者
を
減
ら
す
た
め

に
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
重
要

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
私

は
、
国
会
議
員
で
あ
る
前
に

一
人
の
医
師
で
あ
り
、
接
種

を
希
望
す
る
一
人
で
も
多
く

の
皆
さ
ん
に
接
種
が
で
き
る

よ
う
、
時
間
の
許
す
限
り
、

こ
れ
か
ら
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
る
。

お知らせ
　自見はなこ参議院議員の最近の活動等については
　公式ホームページ（https://www.jimihanako.jp）
やTwitter（https://twitter.com/jimihanako）を
ご覧下さい。

問診を行う自見議員（8月23日、東京商工会議所渋沢ホールにて）

公式ホームページ Twitter

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）



日 医 ニ ュ ー ス 第1440号（6）令和3年9月5日〔第3種郵便物認可〕

昨
年
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

始
め
た
。

始
め
た
時
に
57
歳
、
今
ま

で
そ
の
手
の
ス
ポ
ー
ツ
は
全

く
し
て
い
な
か
っ
た
が
、「
死

ぬ
ま
で
に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

完
走
し
よ
う
」
と
唐
突
に
目

標
を
立
て
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

な
ん
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走

る
の
で
、
年
を
取
っ
て
も
始

め
ら
れ
る
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
思
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、

そ
ん
な
目
標
を
立
て
た
の
だ

が
、
そ
れ
が
甘
か
っ
た
。
文

字
ど
お
り
あ
ち
こ
ち
痛
い
思

い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
転
ん
だ
。
仕
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
走
っ
て
い
た
の

で
、
夕
暮
れ
で
足
元
が
暗
く

な
っ
て
い
た
せ
い
も
あ
る
。

体
は
一
回
転
し
、
足
と
腕
を

す
り
む
き
、
血
を
流
し
な
が

ら
、
半
べ
そ
を
か
い
て
、
家

ま
で
た
ど
り
着
い
た
。
妻
か

ら
は
、
「
若
く
な
い
の
に
無

理
を
す
る
か
ら
」
と
、
大
層

怒
ら
れ
た
。

次
に
、肉
離
れ
に
な
っ
た
。

右
の
太
も
も
の
裏
、
い
わ
ゆ

る
ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ
で
あ

る
。
走
り
始
め
て
１
キ
ロ
く

ら
い
だ
ろ
う
か
、
信
号
待
ち

か
ら
走
り
始
め
た
と
こ
ろ
、

突
然
に
痛
み
が
来
て
、
も
う

足
を
前
に
出
せ
な
く
な
っ

た
。
苦
悶
の
表
情
で
ど
う
に

か
帰
宅
し
た
が
、
妻
に
怒
ら

れ
た
く
な
い
の
で
、
「
ち
ょ

っ
と
だ
け
痛
い
」
な
ど
と
強

が
っ
た
。
し
か
し
、
様
子
を

見
透
か
さ
れ
、
「
ま
た
無
理

を
す
る
か
ら
」と
怒
ら
れ
た
。

痛
み
の
回
復
に
は
３
週
間
ほ

ど
掛
か
り
、
そ
の
間
は
走
り

た
く
て
も
走
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
痛
み
が
引
け
た

ら
、
ま
た
徐
々
に
走
り
出
し

た
。
何
と
か
以
前
の
ペ
ー
ス

で
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
今
度
は
右
の
足
の

底
が
痛
く
な
っ
た
。
走
り
始

め
て
２
キ
ロ
く
ら
い
の
と
こ

ろ
だ
ろ
う
か
、
じ
わ
じ
わ
痛

く
な
っ
て
き
た
。
大
し
た
こ

学
生
時
代
に
は
「
学
割
」

発
行
が
年
に
数
回
あ
り
、
そ

れ
を
利
用
し
て
登
山
や
ス
キ

ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
。本

科
２
年
の
夏
、
高
校
の

同
級
生
で
工
学
部
の
市
原
君

と
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
の
槍
ケ

岳
か
ら
穂
高
岳
へ
の
「
馬
の

背
」
と
呼
ば
れ
る
尾
根
道
を

縦
走
す
る
登
山
を
し
た
。
幸

い
好
天
が
続
い
て
快
調
に
登

り
、
尾
根
歩
き
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
尾
根
は
岐
阜
県
と
長
野

県
の
県
境
で
、
「
落
ち
た

っ
！

」
と
な
る
と
下
ま
で
ご

ろ
ん
ご
ろ
ん
と
な
り
か
ね
な

い
両
側
急
斜
面
の
尾
根
道
で

あ
る
。

好
天
続
き
の
山
歩
き
を
楽

し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
突
然

の
天
候
悪
化
で
猛
烈
な
風

雨
。
と
て
も
下
山
で
き
な
い
。

２
日
間
山
小
屋
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
が
往
復
切
符
の
期
限

が
あ
る
。
当
時
の
汽
車
賃
は

学
生
に
と
っ
て
大
金
と
言
っ

て
よ
い
。
つ
い
に
最
後
の
日

の
早
朝
に
山
小
屋
を
出
て
必

死
に
下
山
し
上
高
地
ま
で
歩

き
、
や
っ
と
の
思
い
で
バ
ス

に
乗
れ
た
。
松
本
で
中
央
線

に
乗
っ
て
や
れ
や
れ
と
思
っ

た
ら
、
市
原
君
が
「
お
い
、

あ
れ
を
見
ろ
」
。
何
と
雲
一

「
チ
ョ
シ
た
ら
、
メ
ッ
パ

が
で
き
て
、
な
ん
ま
ら
イ
ズ

イ
で
す
。
カ
ッ
チ
ャ
イ
た
ら

ブ
ス
イ
ロ
に
な
っ
て
サ
ビ
オ

は
り
ま
し
た
。
イ
ズ
ク
て
夜

も
眠
れ
な
く
て
ユ
ル
ク
な
い

で
す
。
ア
ズ
マ
シ
ク
な
い
で

す
」以

前
、
北
海
道
の
僻
地
に

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
北
海

道
で
は
、
言
葉
も
文
化
も
気

候
も
大
き
く
異
な
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
問
診
は
診
断

の
基
本
で
あ
り
、
患
者
さ
ん

の
症
状
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
違
い
で
正
し
い
診
断
に

到
達
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
微
妙
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
ど
こ
ろ
か
、
「
体
の

ど
の
部
位
の
、
ど
ん
な
症
状

を
訴
え
て
い
る
の
か
サ
ッ
パ

リ
分
か
ら
な
い
」
事
態
に
、

元
来
の
藪や

ぶ

医
者
度
が
ヒ
ー
ト

ア
ッ
プ
し
、
激
藪
医
者
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

冒
頭
の
患
者
さ
ん
の
訴
え

を
訳
す
と
「
い
じ
っ
た
せ
い

で
物
貰
い
が
で
き
て
と
て
も

痛
い
で
す
。
掻
い
た
ら
痣あ

ざ

が

で
き
て
絆ば

ん
そ
う
こ
う

創
膏
を
貼
り
ま
し

た
。
痛
く
て
夜
も
眠
れ
な
く

て
つ
ら
い
で
す
。
落
ち
着
き

ま
せ
ん
」
と
な
り
ま
す
。

特
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
分
か

り
に
く
い
も
の
の
一
つ
が
、

「
お
な
か
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
す
る
」

で
す
。
お
腹
に
お
多
福
を
描

い
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
わ
せ
る
宴

東京都
目黒区医師会報
第250号より

学
割
の
往
復
切
符

板
津
　
安
彦

北海道
北海道医報
第1229号より

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
苦
し
み
か
？ 

快
感
か
？
　
あ
る
い
は
哲
学
か
？

津
坂
　
和
文

福島県
福島県医師会報
第83巻第1号より

あ
ず
ま
し
く
な
い

城
田
　
利
彦

つ
な
い
青
空
の
中
に
穂
高
連

峰
が
威
容
を
誇
っ
て
い
る
で

は
な
い
か
。
「
や
ら
れ
た
」

後
日
こ
の
市
原
君
と
会
津

磐ば
ん
だ
い梯
山
に
登
ろ
う
と
し
た
ら

突
然
の
大
雨
に
降
ら
れ
て
諦

め
て
下
山
し
、
麓

ふ
も
と

の
藁わ

ら

ぶ
き

屋
根
の
温
泉
旅
館
に
た
ど
り

着
い
た
が
、
滑
っ
た
り
転
ん

だ
り
で
全
身
泥
だ
ら
け
。「
お

客
さ
ん
、
荷
物
下
し
て
裏
の

川
に
服
着
た
ま
ま
で
飛
び
込

ん
で
洗
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
言
わ
れ
る
ま
ま
に
靴
も

履
い
た
ま
ま
川
に
飛
び
込
ん

で
す
っ
か
り
泥
を
洗
い
流
し

て
、
や
っ
と
客
と
し
て
扱
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
お
互
い
に
ど
っ
ち
が
雨

男
か
と
言
い
合
っ
た
。

学
生
時
代
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
思

い
出
し
て
み
た
ら
も
う
半
世

紀
も
前
の
こ
と
だ
。
ま
だ
仕

事
を
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
幸
福
な
こ
と
で
あ
る
。

�
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会
芸
で
は
な
く
、
「
腹
部
症

状
の
表
現
」
な
の
で
す
が
、

「
腹
痛
」

を
指
す
の
か
？　

「
腹
部
の
違
和
感
」
を
指
す

の
か
？　

北
海
道
出
身
の
同

僚
医
師
に
も
聞
い
て
み
た
の

で
す
が
今
一
つ
ス
ッ
キ
リ
と

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
か
言
わ
れ

て
も
深
刻
感
が
な
く
、
誤
診

し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

「
胸
が
バ
フ
ラ
め
く
」
と

い
う
、
暴
走
族
を
彷ほ

う
ふ
つ彿

と
さ

せ
る
よ
う
な
表
現
に
も
困
り

ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、
「
動

悸
感
」
を
表
し
て
い
る
よ
う

な
の
で
す
が
…
…
。
け
れ
ど

も
、
バ
フ
ラ
め
い
て
い
る
患

者
さ
ん
の
心
電
図
を
撮
る
と

Ｓ
Ｔ
と
Ｔ
ｒ
ｏ
ｐ
Ｔ
が
バ
フ

ラ
め
い
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
胸
痛
要
素
も
含
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
道ど

さ

ん

こ

産
子
言
語
能

力
の
向
上
に
よ
っ
て
、
激
藪

か
ら
普
通
藪
に
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。
す
る
と
、
地
域
の

患
者
さ
ん
達
が
少
し
だ
け
認

め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
半
径
50
キ
ロ
以
内
に

一
医
療
機
関
し
か
な
い
僻
地

で
は
、
医
師
は
北
島
三
郎
並

み
の
有
名
人
と
な
り
、
住
宅

も
全
住
民
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

診
療
の
「
お
礼
」
は
、
病

院
で
は
な
く
、
「
直
接
自
宅

に
、
ご
本
人
持
ち
込
み
」
と

な
り
ま
す
。
更
に
…
…
北
海

道
の
僻
地
で
は
、
「
じ
ょ
っ

ぴ
ん
か
け
る
＝
家
に
鍵
を
掛

け
る
」
こ
と
は
マ
ナ
ー
違
反

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
鍵
を

掛
け
て
い
な
い
玄
関
に
、
随

時
、
時
に
早
朝
５
時
な
ど
マ

ナ
ー
上
問
題
あ
る
時
間
に
、

礼
品
が
無
断
搬
入
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

礼
品
は
「
逃
げ
よ
う
と
す

る
毛
ガ
ニ
10
匹
」
「
本
シ
シ

ャ
モ
２
０
０
匹
分
」
「
時
知

ら
ず
（
北
海
道
で
は
鮭
を
鮭

と
は
言
い
ま
せ
ん
）
10
匹
」

「
狩
猟
さ
れ
た
エ
ゾ
シ
カ
も

も
肉
５
キ
ロ
」
「
や
は
り
狩

猟
の
ヒ
グ
マ
肉
２
キ
ロ
」
な

ど
。
当
然
食
べ
き
れ
な
い
の

で
同
僚
達
に
お
裾
分
け
し
よ

う
と
し
て
も
、
「
飽
き
て
ま

す
」
と
拒
絶
さ
れ
る
の
み
で

す
。し

か
し
な
が
ら
、
玄
関
に

鍋
ご
と
置
か
れ
て
い
た
、「
狩

猟
さ
れ
た
ヒ
グ
マ
の
手
の
ひ

ら
の
煮
つ
け
」
は
、
さ
す
が
、

楚
の
成
王
が
懇
願
し
た
食
材

と
し
て
恥
じ
な
い
素
晴
ら
し

い
味
で
し
た
。
か
な
う
も
の

な
ら
ば
、
も
う
一
度
頂
き
た

い
も
の
で
す
。�（
一
部
省
略
）

と
が
な
い
と
思
っ
て
走
り
続

け
る
と
、
だ
ん
だ
ん
痛
み
が

強
く
な
っ
て
く
る
。
ち
ょ
っ

と
ヤ
バ
い
か
も
、
と
思
い
始

め
た
の
は
更
に
１
キ
ロ
走
っ

て
か
ら
だ
。
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
し
た
が
痛
み
は
治
ま
ら
な

い
。
足
を
か
ば
い
な
が
ら
自

宅
を
目
指
し
て
ゆ
っ
く
り
歩

き
始
め
た
が
、
痛
み
は
じ
わ

じ
わ
と
増
し
て
き
た
。
家
に

着
く
頃
に
は
、
足
を
地
に
つ

け
る
の
も
つ
ら
か
っ
た
。
妻

に
は
「
ち
ょ
っ
と
痛
み
が
出

た
か
ら
無
理
せ
ず
に
帰
っ
て

き
た
よ
」
と
強
が
っ
た
。
妻

は
呆
れ
た
よ
う
に
、
「
す
ご

く
痛
い
ん
で
し
ょ
？　

馬
鹿

じ
ゃ
な
い
の
」
と
言
っ
た
。

そ
う
で
す
、
す
ご
く
痛
い
ん

で
す
（
涙
）。

足
底
の
痛
み
は
、
ど
う
や

ら
足
底
筋
膜
炎
だ
っ
た
。
い

ろ
い
ろ
治
療
法
の
よ
う
な
も

の
も
ネ
ッ
ト
に
は
書
い
て
あ

っ
た
が
、
最
終
的
に
は
安
静

し
か
な
い
と
分
か
っ
た
。
完

全
に
落
ち
着
く
ま
で
３
～
４

カ
月
掛
か
り
、
更
に
は
そ
の

後
、痛
風
発
作
ま
で
加
わ
り
、

そ
う
し
て
私
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

元
年
は
終
了
し
た
。

こ
れ
だ
け
痛
い
思
い
を
し

た
が
、
私
は
懲
り
も
せ
ず
、

今
年
も
走
っ
て
い
る
。
走
る

ペ
ー
ス
を
落
と
し
、
走
る
の

も
週
末
の
み
と
し
て
、
妻
の

言
う
よ
う
に
無
理
は
せ
ず
に

続
け
て
い
る
。
そ
の
か
い
あ

っ
て
、
今
年
は
大
き
な
け
が

も
な
い
が
、
ど
う
か
す
る
と

「
も
っ
と
走
り
た
い
」
と
ウ

ズ
ウ
ズ
し
て
く
る
。
な
ぜ
だ

ろ
う
。走
る
の
は
苦
し
い
し
、

け
が
を
す
れ
ば
痛
い
の
だ
。

私
の
中
に
、
実
は
苦
し
み
が

快
楽
と
な
る
性
癖
が
あ
っ
た

の
か
？　

こ
の
年
齢
に
し
て

新
し
い
発
見
で
あ
る
。

性
癖
だ
け
で
は
な
い
か
も

知
れ
な
い
。
走
る
の
は
苦
し

い
。
だ
が
、
走
っ
て
い
る
う

ち
に
何
と
な
く
頭
が
ボ
ー
ッ

と
し
て
き
て
、
た
だ
足
だ
け

が
前
に
進
み
、
お
花
畑
に
い

る
よ
う
な
気
に
な
る
。
仕
事

の
ス
ト
レ
ス
も
妻
に
怒
ら
れ

た
こ
と
も
、
ど
こ
か
に
行
っ

て
し
ま
う
。
走
り
終
わ
っ
た

後
な
ど
は
、
何
と
も
言
え
な

い
達
成
感
に
包
ま
れ
る
。
頭

が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
た
気
に
な
る
。

更
に
気
分
だ
け
で
は
な

く
、
本
当
に
頭
が
空
っ
ぽ
に

な
っ
て
、
メ
モ
リ
ー
が
消
去

さ
れ
る
時
も
あ
る
。
ハ
ッ
と

気
付
く
と
、
ど
う
い
う
道
を

た
ど
っ
て
こ
こ
ま
で
走
っ
て

き
た
の
か
記
憶
が
定
か
で
な

い
。
更
に
は
、
い
つ
も
走
り

始
め
る
時
に
は
、
ど
こ
ま
で

走
っ
て
戻
っ
て
く
る
、
と
決

め
る
の
だ
が
、
そ
れ
す
ら
も

あ
や
ふ
や
に
な
る
。
私
は
ど

こ
へ
走
っ
て
い
た
の
か
？　

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？　

ま

だ
走
る
べ
き
な
の
か
？　

も

う
戻
る
べ
き
な
の
か
？　

だ

が
、
ど
こ
へ
戻
る
の
か
？　

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
も
分
か

ら
な
い
の
に
。
そ
も
そ
も
人

類
は
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る

の
だ
？　

こ
の
道
は
正
し
い

の
だ
ろ
う
か
？

そ
う
い
う
永
遠
の
哲
学
的

命
題
の
解
を
求
め
て
、
私
は

走
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
（
そ
ん
な
馬
鹿
な
）。
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日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

本
年
の
社
会
保
険
料
控
除
を
希
望
す
る
方

は
お
早
め
に
ご
加
入
を！

国
民
年
金
基
金
制
度
に

は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
と

し
て
、
掛
金
全
額
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
課
税
所
得

か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
は
、
１

月
か
ら
12
月
末
ま
で
に
納
付

し
た
金
額
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
掛
金
額
の
口
座
引
き
落

と
し
は
２
カ
月
遅
れ
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
９
月
中
旬

ま
で
に
加
入
申
出
書
を
送
付

さ
れ
た
場
合
、
９
月
分
（
初

回
分
）
の
引
き
落
と
し
は
11

月
と
な
る
た
め
、
令
和
３
年

は
、
２
カ
月
分
が
控
除
対
象

と
な
り
ま
す
。

更
に
、
基
金
掛
金
の
「
一

括
納
付
」
を
選
択
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
来
年
３
月
分

ま
で
の
納
付
が
可
能
と
な
る

た
め
、
令
和
３
年
は
、
７
カ

月
分
を
控
除
対
象
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
仮
に
、
掛

金
の
月
額
上
限
額
６
万
８
０

０
０
円
で
ご
加
入
の
場
合
、

６
万
８
０
０
０
円
×
７
の
47

万
６
０
０
０
円
が
控
除
対
象

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除

は
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
ご

家
族
の
掛
金
に
つ
い
て
も
、

実
際
に
負
担
し
た
方
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
本
年
の
税
控
除
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
10

月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
加

入
申
出
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
の

お
手
続
き
を
お
勧
め
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。

書
籍
紹
介

２
０
２
１
（
令
和
３
）

年
度
改
定
対
応
版

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
診
療
報
酬
＆
介
護

報
酬
マ
ニ
ュ
ア
ル

制
度
の
し
く
み
と
算
定

の
き
ほ
ん本

橋
隆
子　

編
著

金
沢
奈
津
子　
　

永
田　

修　
　

著

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
は
、

そ
の
複
雑
さ
故
に
「
算
定
漏

れ
」
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
特
化
し
、
そ
の
仕
組

み
と
基
本
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
初
め
て
の

書
籍
で
あ
る
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

縦
軸
に
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
を
一
冊
に
ま
と
め
た
こ
と

で
、
医
療
施
設
・
介
護
施
設
・

訪
問
・
通
所
と
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

に
対
応
可
能
と
な
っ
て
い

る
。図

表
や
ア
イ
コ
ン
を
駆
使

し
た
明
解
な
紙
面
、
算
定
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
活
用
し
た

診
療
報
酬
計
算
の
練
習
問

題
、
必
要
な
項
目
に
す
ぐ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
介
護
報
酬

体
系
図
な
ど
、
分
か
り
や
す

さ
と
使
い
や
す
さ
を
と
こ
と

ん
追
求
。
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
を
正
し
く
理
解
し
、
収

益
に
直
結
す
る
算
定
漏
れ
を

防
止
し
て
く
れ
る
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
に
欠

か
せ
な
い
一
冊
と
な
っ
て
い

る
。な

お
、
そ
の
内
容
は
科
学

的
介
護
推
進
体
制
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
）
加
算
な
ど
煩
雑
な
要
件

が
増
え
た
「
令
和
３
年
度
介

護
報
酬
改
定
」
に
も
対
応
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

５
５
０
０
円（
税
込
）

発
行　

医
歯
薬
出
版

本
書
は
内
視
鏡
医
が
知
っ

て
お
く
べ
き
疾
患
を
幅
広
く

網
羅
す
る
こ
と
で
、
特
に
経

上
部
消
化
管

内
視
鏡
診
断
ア
ト
ラ
ス

長
浜
隆
司　
　

竹
内　

学　

編

８
月
１
日
死
去
、
90
歳
。

通
夜
が
２
日
、
葬
儀
が
３
日

に
執
り
行
わ
れ
た
。喪
主
は
、

ご
子
息
、
立
人
様
。

訃
　
報

■
宇
野
義
知
氏
（
元
富
山
県

医
師
会
長
／
元
日
本
医
師
会

理
事
）

氏
は
昭
和
６
年
生
ま
れ
。

昭
和
29
年
金
沢
医
科
大
学
卒

業
。
昭
和
40
年
宇
野
内
科
医

院
開
業
。

平
成
10
年
４
月
か
ら
平
成

14
年
３
月
ま
で
富
山
県
医
師

会
長
を
２
期
務
め
た
。

ま
た
、
そ
の
間
、
平
成
10

年
４
月
か
ら
平
成
12
年
３
月

ま
で
日
本
医
師
会
理
事
を
１

期
務
め
た
。

平
成
15
年
に
旭
日
小
綬
章

を
受
章
し
て
い
る
。

脳
卒
中

デ
ー
タ
バ
ン
ク
２
０
２
１

国
循
脳
卒
中
デ
ー
タ
バ
ン
ク

２
０
２
１
編
集
委
員
会　

編

本
書
は
大
規
模
デ
ー
タ
か

ら
し
か
得
ら
れ
な
い
、
興
味

深
い
解
析
結
果
を
満
載
し
た

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
最
新
版
で

あ
る
。

今
回
は
、
急
性
期
脳
卒
中

17
万
例
（
脳
梗
塞
12
・
６
万

例
、
脳
出
血
３
・
３
万
例
、

く
も
膜
下
出
血
１
・
１
万

例
）
、
一
過
性
脳
虚
血
発
作

１
・
２
万
例
な
ど
、
２
０
１

８
年
末
ま
で
に
日
本
脳
卒
中

デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

た
約
20
万
例
を
解
析
対
象
と

し
て
い
る
。

内
容
は
３
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
第
２
部
で
は
脳
卒

中
診
療
の
ホ
ッ
ト
テ
ー
マ
と

エ
ビ
デ
ン
ス
を
紹
介
。
ま
た
、

第
３
部
で
は
、「
脳
卒
中
と
性

差
」
「
脳
卒
中
の
季
節
変
動
」

「
飲
酒
と
脳
梗
塞
」
な
ど
、
日

本
脳
卒
中
デ
ー
タ
バ
ン
ク
を

用
い
た
最
近
の
研
究
が
多
数

験
の
少
な
い
若
い
医
師
に
消

化
器
内
視
鏡
診
断
の
醍だ

い

ご

み

醐
味

と
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
比
較
的
ま
れ
な

疾
患
に
つ
い
て
も
経
験
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
企
画
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

美
麗
な
写
真
と
と
も
に
、

わ
が
国
の
消
化
管
診
断
学
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
「
早
期
胃

癌
研
究
会
」
や
「
胃
と
腸
」

の
理
念
を
踏
襲
し
、
で
き
る

限
り
内
視
鏡
所
見
、
切
除
標

本
、
病
理
組
織
学
的
所
見
と

の
対
比
に
基
づ
い
た
症
例
の

解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
簡
単
に
持
ち
運
び

が
で
き
る
よ
う
に
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
ら
れ
る
な
ど
、

日
常
診
療
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
内
視
鏡
診
療
に
有
益
な
情

報
を
与
え
て
く
れ
る
書
と
な

っ
て
い
る
。

定
価　

５
９
４
０
円
（
税
込
）

発
行　

医
学
書
院

検 索

詳しくは
日医君グッズhttps://www.med.or.jp/people/info/people_info/008936.html

日医君グッズ好評発売中

日本医師会ホームページ「日医君（にちいくん）」グッズ販売

　日本医師会では、公式キャラクターである「日医君
（にちいくん）」のグッズを販売しています。日常使い
やプレゼントなどにぜひ、ご活用願います。
　価格や購入方法等の詳細は、日本医師会のホーム
ページをご参照下さい。
※ご購入頂きました売上の一部は、日本医師会の「災害対策積
立資産」に繰り入れし、災害発生の際活用させて頂きます。

　読売新聞社と共催により実施している「生命を見つめるフォト＆エッセー」
も今年で5回目を迎え、現在作品を募集中です。会員の先生方でも応募可能
となっていますので、ぜひ、ご応募願います。
　また、フォト部門では小中高生の部、エッセー部門では小学生の部、中高生
の部をそれぞれ設けていますので、ぜひ、お子さんやお孫さんにもご応募をお
薦め願います。
　応募要領などの詳細はコンテストの公式ホームページをご覧下さい。

日本医師会広報課

フォト部門 エッセー部門
応募締切

2021年10月6日㊌必着

詳細はこちら ▼ 生命を見つめるフォト＆エッセー 検索

作品
募集中

報
告
さ
れ
て
お
り
、
大
変
興

味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
８
年
12
月
に
は

「
脳
卒
中
・
循
環
器
病
対
策

基
本
法
」
が
成
立
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
今
後
ま
す

ま
す
そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

５
５
０
０
円（
税
込
）

発
行　

中
山
書
店
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日本医師会かかりつけ医診療データベース研究事業（J-DOME）にご参加を！
日本医師会では、わが国の生活習慣病対策の一つとして「日本医師会
かかりつけ医診療データベース研究事業（略称J-DOME　ジェー・ドー
ム）」を実施しています。かかりつけ医の症例データを収集し、今後の
診療の向上につなげる事業です。
全国の会員の先生方の本事業へのご参加をお待ちしています。

概要
新型コロナウイルス感染症への対応で医
療従事者の大変なご尽力の日々が続いてい
ますが、国民の生活習慣が変化する中、か
かりつけ医の役割は以前にも増して重要に
なっています。
J-DOMEは日本医師会が進めるかかりつ
け医機能の強化に向けた取り組みの一つで
す。その目的はリアルデータを使って糖尿
病と高血圧の診療を更に向上させ、重症化
予防を推進することにあります。
具体的には、下記のとおり、定期受診し
ている糖尿病と高血圧の患者の症例をご登
録頂き、年1回配布される集計・分析のレ
ポートをご覧頂ける仕組みとなっており、症例データを分析して全国の
診療の傾向も把握できます。
また、参加施設には、院内掲示して頂けるように、日本医師会から感
謝状を送付しています。

事業の概要
◦�通常の診療の中で、WEBまたは記入用の用紙を使って自院の患者さん
（2型糖尿病・高血圧）の症例をご登録頂く
◦診療の集計・分析結果をレポートとして年１回個別にフィードバックする
◦�年1回更新され、専門医との連携・紹介にも使えるリアルデータを診療
の向上を図るために利活用頂く

参加の実際
J-DOMEの対象疾患は2型糖尿病と高血圧です。定期受診されている
患者の口頭同意を得て、通常の診察、投薬を行い、そのデータを登録頂
きます。
登録項目は基本情報、検査値、処方薬の種類、喫煙などの問診情報、
合併症や併発疾患の有無などです。
J-DOMEではホームページ

（https://jdome.jp）を開設し
ており、そちらに参加方法と
WEB症例登録方法をご紹介し
ていますので、ご参照下さい。
なお、WEB上での入力が基
本ですが、紙の登録用紙も利用
できます。入力情報は匿名化し
て専用サーバに安全に保管して
います。

データの活用
入力頂いたデータは集計・分析し、全ての協力医療機関に、個別に
J-DOMEレポートと呼ぶ報告書をお返ししています。

このレポートを見ることで、全国の先生方の処方内容や症例の検査値
が分かり、自院のデータとの比較を通じて振り返りができます。専門医
と非専門医（一般医）の症例の比較が可能で、診療のトレンドも分かります。
もともと、わが国では診療所のプライマリケアの診療データが不足し
ており、診療所の生データの分析とフィードバックは、今までの大規模
研究でも行われていない新しい試みです。
例えば、HbA1c、外来血圧、家庭血圧、中性脂肪などを含む検査値、
新薬を含む処方薬、専門医と一般医の処方、塩分摂取、合併症・併発疾
患などの変化を一目で把握することができます。
一方、J-DOME症例データを用いた症例研究も進めています。直近で
は、コロナ禍での受診控えの影響を検証するため、症例の血糖コントロ
ールの状態（HbA1c値）をコロナ前の値と比較しました。結果は、受
診回数が減少した症例は、受診回数が変わらない症例と比較して
HbA1c値が有意に悪化しており、コロナ禍においても受診を継続する
ことの重要性が示唆されました。
今後、集積されたデータは医療政策に役立つエビデンスとしても活用
することが可能と考えます。そのためにも全国各地で参加施設を増やし、
悉
しっかい

皆性を更に高めていくことが重要です。

ぜひご参加下さい
一人でも多くの先生方に本研究事業にご参加頂
くため、本年7月18日に開催した「日医かかりつ
け医機能研修制度令和3年度応用研修会」では、
今村聡副会長がJ-DOMEの紹介を行うなどの活
動も行っています。
参加希望の先生方は、J-DOMEのホームページ
からご参加下さい。
J-DOME事業の拡大に向けて、ご協力をよろしくお願いいたします。

• 集計・分析結果を参加医療機関へ年1回フィードバック
• 全国と自院のデータを客観的に比較、診療の振り返りも可能

御中 　

　 　

〇〇クリニック

日本医師会かかりつけ医診療データベース研究事業

J-DOME

2021年8月

日本医師会総合政策研究機構

第３回

J-DOME レポート

　
　

　 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

2018 23.6 3.4 25.2 4.3 25.2 4.3 25.1 4.5

2019 23.5 3.4 25.1 4.3 25.1 4.3 25.0 4.5

2020 23.8 3.4 24.9 4.4 25.0 4.3 24.8 4.4

2018 6.86 0.52 7.10 0.92 7.00 0.87 7.25 0.97

2019 7.00 0.55 7.07 0.90 6.95 0.87 7.25 0.93

2020 7.07 0.59 7.05 0.96 6.95 0.93 7.21 0.97

2018 120.1 58.7 149.1 106.1 148.2 114.1 150.4 93.4

2019 164.5 92.1 153.8 104.8 150.7 102.1 158.2 108.5

2020 132.7 72.9 153.6 103.3 148.8 101.7 160.7 105.3

ｎ

2018 32.0 0.0 13.2 22.3 9.1 28.0 19.7 13.3

2019 34.0 0.0 15.1 21.6 9.9 26.8 23.3 13.2

2020 32.6 0.0 15.8 21.2 10.2 26.4 24.7 12.8

2018

2019

2020

一般医症例 専門医症例※

22 2,018 1,207 811

HbA1c
（％）

BMI
（㎏/㎡）

貴院 全体

中性脂肪
（mg/dL）

冠動脈疾患
診断あり

10.0 7.1 7.9 5.9

10.0 7.9 8.6

糖尿病
網膜症あり

6.9

10.9 8.6 9.4 7.4

表4-13  検査値の分布 　

77.8 ％ 61.2 ％ 60.4 ％ 63.5 ％

52.8 ％ 34.8 ％ 33.7 ％ 37.6 ％

27.8 ％ 36.3 ％ 35.0 ％ 40.0 ％

16.7 ％ 11.2 ％ 10.9 ％ 12.0 ％

　 貴院 全体 一般医症例 ※専門医症例

拡張期血圧(mmHg)

80以上

90以上

収縮期血圧(mmHg)

130以上

140以上

HbA1cの分布（2020年）

貴院の症例

全体（n=2,126)

2.2 4.3

39.1
34.8

13.0
6.5

0.0
0

10

20

30

40

6.0未満 6.0～6.5 6.5～7.0 7.0～7.5 7.5～8.0 8.0～9.0 9.0以上

HbA1cの分布（貴院）%

7.2

19.2
27.0

20.9

11.5 9.7
4.5

0

10

20

30

40
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J-DOMEレポート

感謝状を持つ中川会長

先生ご自身で始めてみませんか？
　�資料請求・参加ご希望の先生はJ-DOMEホームページ
をご覧頂くか、J-DOME事務局までご一報下さい。

問い合わせ先
03-3942-7215　　 jdome@jdome.jp
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